Tokyo, Japan, November  1, 2010、 2010年度第2四半期決算説明会開催
－第2期中期経営計画の達成に向けてまずは順調な滑り出し－
10月29日、東京株式市場において日経平均(TOPIX)が大幅続落した中、一時1680円まで下落していた第一三共の株価はふたつのニュースをきっかけに反転し、競合他社とは対照的に前日比15円上昇の1705円で収束しました。ひとつは当日発表された、2010年度第2四半期の好業績、もうひとつはアストラゼネカが創製したesomeprazole (Proton Pump Inhibitor,　欧米でのBrand 名NEXIUM)についての、同社と第一三共との日本国内におけるコ・プロモーション契約締結です。
これらの詳しい内容について11月1日、東京本社に報道関係者・投資家、合わせて約200名を集めて行われたミーティングで、社長の中山さんからの説明と質疑があり、同時にその模様がウエブ配信されました。
まず、第2四半期決算の内容です。2010年4月1日から9月30日までの第一三共グループの業績は、売上高が6.0％伸長の4,989億円(4535百万ユーロ)、営業利益が77.2％伸長の901億円(819百万ユーロ)、経常利益が77.3％伸長の926億円(842百万ユーロ)、そして当期純利益が179％伸長の522億円(474百万ユーロ)と、大幅な増収･増益となりました。
売上高は、日本の薬価引下や円高により、あわせて約300百万ユーロの減収要素があったものの、グローバルでのオルメサルタンの成長持続、抗ウイルス剤バラシクロビルが好調に推移したランバクシーの業績拡大、更には骨粗しょう症治療薬Denosumabに関連した一時金収入の寄与などもあり、着実に拡大しました。一方、第2四半期までのDSEの売上は276百万ユーロ、前年同期比2.7%増となり、オルメサルタンフランチャイズを中心に伸張したものの、残念ながら全社の伸びを牽引するにはいたりませんでした。
またグループ全体の営業利益は、ランバクシーの貢献の他、円高が販管費の面ではポジティブに影響したこと、また一時金収入が利益に直結したことなどにより大幅な増益となっています。
これらの状況を踏まえ第一三共は今年度の通期の業績見通しを上方修正し、新たな業績予想を売上高9800億円(8909百万ユーロ、当初計画どおり)、営業利益1000億円(909百万ユーロ)、対当初計画＋91百万ユーロ)、経常利益1000億円(909百万ユーロ、同＋136百万ユーロ)、純利益550億円(500百万ユーロ、同＋91百万ユーロ)として対外公表しました。
また、当社の生命線である研究開発パイプラインについては、直近3ヶ月間の進展として、抗インフルエンザウイルス薬Laninamivirの発売、日本国内におけるDenosumabの癌の骨転移治療の適応症での製造承認申請、並びに乳がん補助療法の適応でのフェーズ3移行、さらには慢性疼痛治療剤DS-5565のフェーズ1へのステージアップがあげられます。
次に、同日発表されたNEXIUMの、日本国内におけるコ・プロモーション、および供給に関する契約の締結ですが、120カ国以上で発売され5ビリオンドル超のブロックバスターとなっているNEXIUMは、既にその製品力が世界の医療現場で高く評価されています。現在日本ではAZが申請中ですが、この製品力に第一三共の磐石な営業力が加わることで、製品ポテンシャルの極大化が図られ、その成果はグローバルに共有できるところとなります。
まずはこれらの第2期中期経営計画の達成に向けた順調な滑り出しを、皆さんとともに喜びたいと思います。
リンクから説明会の模様をご覧いただけます。第一三共グループ全体の状況をより深く理解する上で参考にしていただけると幸です。
